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研究成果の概要（和文）：大学入試に関連して、テスト項目から有益な情報を取り出す技法を進展させた。これ
らの技法は、従来の項目反応理論に立脚しながら、個々の応用場面に適合するように階層的なモデルをつくり、
MCMC法によって解を得る方法である。これらの方法は、項目や被検者の特性を知ることを目的とする応用目的
や、テストの信頼性係数の推定や、項目プールから出題するテスト項目のクラスを最適化する応用目的に適用さ
れる。また文章題に対する解答を自動採点する技術を進展させる努力も行った。
一方で、現実の大学入試選抜システムや入試選抜を担うアドミッションズオフィスに関する考察を深め、著作や
雑誌論文で考えを公表した。

研究成果の概要（英文）：A number of new methods were developed using the hierarchical modeling of 
item responses and MCMC techniques. These methods were applied to obtain efficient estimates for the
 traits of tests and test participants and test reliability coefficient, and to optimize a selection
 of test items from the item pool. A new scoring system of free responses was developed.On the other
 hand, actual problems related to entrance examination system and admission offices were discussed 
and the proposals to solve the problems have been published.

研究分野：教育心理学
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１．研究開始当初の背景 
現在は、大学入試センター試験の改革案につ
いて、議論が続いている。本研究発足の際に
もそうであった。本研究は、入試を意思決定
問題と位置づけ、確かな統計学的理論にのっ
とって、大学入試にかかわる諸問題を解決し
ようという大きな目標が持って研究が始ま
った。 
 
２．研究の目的 
大学入試選抜システムがどうあるべきかに
ついて、具体的に記述し、現実の制度設計に
貢献することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
ベイズ統計学的階層モデリングにより、適切
なモデルを作り、そのモデルのパラメータを
数値解析の手法を用いて推定するという手
法を、例えば、テスト項目セットの選択、ク
ロンバックのα係数の推定、被検者の特性の
評価などに適用する。 
 
４．研究成果 
大学入試に関連して、テスト項目から有益な
情報を取り出す技法を進展させた。これらの
技法は、従来の項目反応理論に立脚しながら、
個々の応用場面に適合するようにモデルを
つくり、MCMC 法によって解を得る方法で
ある。これらの方法は、項目や被検者の特性
を知ることを目的とする応用目的や、テスト
の信頼性係数の推定や、項目プールから出題
するテスト項目のクラスを最適化する応用
目的に適用される。また文章題に対する解答
を自動採点する技術を進展させる努力も行
った。 
一方で、現実の大学入試選抜システムや入試
選抜を担うアドミッションズオフィスに関
する考察を深め、著作や雑誌論文で考えを公
表した。 
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